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在沖宮良郷友会結成 50

在沖宮良郷友会結

開催趣旨

在沖宮良郷友会は、昭和 37年 (1962年 )4月 に郷友の有志が集まり結成委

員会が発足し7回 の委員会を経て、昭和 42年 (1967年 )1月 8日 に正式に「在

沖宮良郷友会」として誕生しました。初代会長には半嶺営吉氏を迎え、結成

当初は約 200世帯、900名 ほどの会員でスター トし、本年 50周年を迎えまし

た。・結成当時は米軍施政権下の琉球政府時代で、米 ドルを使用しており、日

本本土への渡航にはパスポー トが必要でした。

結成後郷友会では、総会 。新年会、生年成人祝い、親睦大運動会、敬老会、

グラウンドゴルフ大会、ふるさと芸能の夕べなど郷友の親睦を深める様々な

活動を実施し、在沖旧大浜町郷友会連合会や在沖人重山郷友会連合会の諸活

動にも積極的に参加 してまいりました。           ヽ

昭和 43年 (1968年)か ら「会員名簿」を作成して会員各戸に配布 し、平成

11年 (1999年 )の第 7号まで発刊しましたが、現在は個人情報保護の観点から

名簿の公表は中止しています。また、昭和 55年 (1980年 )9月 から「郷友会だ

より」を定期的に発行し、郷友会会員の活躍やふるさと宮良をはじめ人重山

全域、県外の郷友会の情報などを場載し、親しまれています。

平成 8年 (1996年 )10月 20日 には、第 22代会長大城安弘氏を中心に「結成

30周 年記念式典」が盛大に開催され、翌平成 9年 1月 に「結成 30周 年記念

誌～メーラの心を心として歩んだ 30年の記録 新たなる出発に向けて～」が

発刊されております。

しかしながら、結成当初と比べると、交通手段の発達やインターネットな

どの目覚ましい普及によつて、世界中のあらゆる情報が瞬時に入手できる今

日、人々の生活や意識が大きく変わつてまいりました。船に揺られ沖縄本島

や本土に必死の思いで渡つた時代とは社会が大きく変化し、郷友会活動も遠

く離れた故郷を思う望郷の念だけでは若い人たちになかなか参加 してもらえ

ない時代になつてまいりました。

人間誰でも生まれた故郷がありますし、両親、祖父母、先祖 (ツ ヤパーフ

ズゥ)のルーツを持つています。それを大切にして日々の暮 らしに生かして

いく、という気持ちを大事にすれば、ふるさとの香 りが私たちの日常を彩る

ことができます。

結成 50年 という大きな節 目を契機に、これまでの歩みを振 り返 り、未来を

見据えるよすがとすべく、下記のとおり結成記念式典及び祝賀会を開催する

とともに、記念誌を発行することといたしましたので、皆様のご理解とご協

力をお願い申し上げます。
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1 事業内容      
・

(1)記念式典・祝賀会

日時 平成 30年 5月 20日 (日 )11:00～ 15:00
'  場所 マ リエールオークパイン

(那覇市古島 1-15-1l TEL098-886-3030モ ノレール古島駅隣 )

(2)記念誌

① タイ トル「在沖宮良郷友会 50周年記念誌」

～ 肝ぴいていず結びょうり 仲ぴぃていず結びようら ～

② 発刊時期 平成 30年 12月 (平成 31年 1月 配布予定)

③ 体裁   A4版 300頁

④ 発行部数 700部
2 事業経費 280万 円

①記念式典・祝賀会 80万円 ②記念誌発行 100万円

③運営諸費     70万 円 ④予備費   30万 円

3 予算

積立金、寄付金、広告料収入

4 振込先

(1)銀行名 琉球銀行本店営業部

店番号 201 (普)日匹番号 1250310

日座名義 在沖宮良郷友会結成 50周年記念事業実行委員会

(2)銀行名 沖縄銀行本店

店番号 101 (普 )日 座番号 2570988

日座名義 在沖官良郷友会結成 50周年記念事業実行委員会

(3)銀行名 沖縄海邦銀行本店営業部

店番号 002 (普)日座番号 0904770

日座名義 在沖宮良郷友会結成 50周年記念事業実行委員会

(4)銀行名  ゆうちよ銀

店番号 708 (普 )日 座番号 2156099

日座名義 在沖宮良郷疾会結成 50周年記念事業実行委員会
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在沖宮良郷友会結成 50周 年記念事業実行委員会組織図

宮良公民館

館長 前島 邦広貞
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顧 実行委員長

山 城 直 吉

副実行委員長

前花 庫志 宮良 彰 久保田 喜美子

事務局長

半 嶺 通 男

事務局次長

前 花 安 範

会計 
う

久場島 清 隆

編集企画部
口記念誌発刊

(掲載内容 ロレイアウトロ座談会企画等)

部 長 山 城 直 吉

百1音「長 国 吉 盛 一

副部長 後 原 保 光

副部長 真久田 絹 代

幹 事 内 間 直 人

幹 事 仲 盛 光 子

幹 事 久 原 一 熙

幹 事 国 吉 盛 純

幹 事 添 石 清 包

幹 事 喜 納 啓 子

幹 事 崎 原 啓 次

幹 事 崎 原  隆

幹 事 半 嶺  満

幹 事 大 盛 政 史

幹 事 新嘉喜 優 子

総務総括部
口予算 口決算・財務 口広告 ロスケジユール管理
口式奥 口祝賀会の企画・運営全般等

部 長 前 花 友 克

百1音「長 宮 城 幸 子

副部長 石 垣 安 秀

百J音「長 黒 島 師 孝

幹 事 小 浜 昭 子

幹 事 伊良部 一 夫

幹 事 照 屋 直 子

幹 事 仲 間 忠 正

幹 事 崎 原 徹 二

幹 事 前 盛 秀 子

幹 事 小 浜 広 喜

幹 事 浜 田 よしみ

幹 事 照喜名 清 子

幹 事 伊良部   功

幹 事 宮 良 実 秀

幹 事 崎 原 克 英
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